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三浦半島小田和湾の海草藻場における

多毛類相 II．2000年の調査結果
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Abstract

The faunal survey of the polychaetous annelids was conducted in Odawa Bay on the western coast of Miura
peninsula. Polychaete collections by sediment sampling were conducted on 2000. A total of 2985 polychaete
specimens containing 32 families and 81 species were collected under 20 times of sampling. The faunal
surveys were compared among result of 2000 and one during 2001 to 2002.

はじめに

本邦産多毛類については，分類学的な研究とともに生

態や生活史，水産学的研究も盛んである。近海の藻場や

海草藻場に産する多毛類についての報告がなされている

が（例えば北森・小林１），北森ほか２），下里ほか３），分

類学的情報に欠ける例もある。近年，干潟の多毛類に関

する知見が多く集積されつつあり(西4)，西・工藤5)，西

ほか6))，今回，本県沿岸の生物多様性に多大な貢献をす

る多毛類について主に分類学的な面から報告する。

著者らは相模湾に面する小田和湾の海草藻場におい

て，多毛類の種類組成と現存量に関する報告を行った（西

・工藤7））。その後，分類学的研究成果が発表され，スピ

オ科についての新知見（西・工藤5）），チマキゴカイ科に

ついての新記録種の発見（西ほか8）），サシバゴカイ科に

おいての小田和湾からの新種発見（ Paranaites
misakiensis Kato and Pleijel, 2003）など（Kato・
Pleijel9）），多くの発見があった。これらの結果を加味し
ながら，前報（西・工藤7））では扱われなかった2000年

のサンプルについて分布と種類組成について調査を行っ

たので，報告する。

調査方法

調査を行った小田和湾は三浦半島西岸，横須賀市の相

模湾側に位置し，最大水深が10ｍ前後と浅く，波当たり

が弱い半閉鎖型の小湾である（工藤10））。この湾内には

広い範囲に海草藻場が広がっている（工藤10））。その海

草藻場の中に10地点の調査ポイント（St.１～10）を設
置し（図１），2000年の5月24日と10月11日に現地調査を

行った。標本の採集方法は水産庁漁場保全課が定めた調

査指針11）に基づき，エクマンバージ型採泥器（採泥面積

1/44㎡）を用いて２回分の採取底泥をあわせて１サンプ
ルとし，これを調査地点毎に２サンプルずつ採取した。

採集した底泥は船上において篩目１ mm の篩で泥と底
生生物を選り分け，10％海水フォルマリンで固定した後，

神奈川水産総合研究所の実験室内で多毛類を選別した。

多毛類は属または種レベルに同定し，湿重量を測り，70

％エタノールに移した後，各種ごとに保存した。今回分

析した多毛類標本の内，各種１から数10個体は千葉県立

中央博物館分館海の博物館に登録・保管した。残りの標

本は神奈川水産総合研究所と横浜国立大学に保存されて

おり，小田和湾海草藻場の調査が終了した際には，すべ

て上記の海の博物館に登録する予定である。今回解析し

た2000年のサンプルと前報（西・工藤7））の2001年と2002

年のサンプルについて比較を行った。

今回の解析に際して，多毛類（＝多毛綱）全体の分類

体系と科名に関しては三浦・白山12），Glasby et al. 13)，
Rouse・Pleijel14），三浦15）を参考にし，属の検索につい
ては Fauchald16)と Day17)を参考にした。個々の科につ
いては以下の文献を元に属または種までの同定を行った

；イソメ科—Miura18），サシバゴカイ科—Kato et．al．
19），Kato・Pleijel9）19），ゴカイ科 −Sato・Nakashima21)，
ゴカイ科，シリスゴカイ科，チマキゴカイ科—今島22)，
ハボウキゴカイ科，ミズヒキゴカイ科 — 内田23)，オト
ヒメゴカイ科 — 内田23)，Pleijel24)，スピオゴカイ科 —
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今島22)，Sato-Okoshi25)，26），ケヤリムシ科 —Imajima・
Hartman27)，Fitzhugh28），フサゴカイ科 — 内田23），
Imajima・Hartman27)，カギゴカイ科，ギボシイソメ科
— 今島29)，モロテゴカイ科 —Kitamori30)，ウミイサゴ
ムシ科 —Kitamori31)，ヒトエラゴカイ科 —Tamai32)，
オフェリアゴカイ科 —Saito et al3 3 )，チロリ科
—Boggeman ・ Fiege 34), Boggeman 35)。

結 果

今回分析した20サンプルから計32科82種がえられた

（表１）。総個体数が300個体以上出現したのは，個体数

の多い順にイトゴカイ科の１種，マナコチマキゴカイ，

ミズヒキゴカイ科の１種，カタマガリギボシイソメの４

種であり，100個体以上出現したのはフサゴカイ科の１

種，ナガオタケフシゴカイ，イトエラスピオ，ヨツバネ

スピオＡ型，の４種であった（表１）。20地点各２回の40

地点でもっとも高頻度に出現したのはイトゴカイ科の１

種で，カタマガリギボシイソメ，ヨツバネスピオＡ型と

ミズヒキゴカイ科の１種，フサゴカイ科の１種がそれに

続いて高い頻度で出現した（表１）。これら８種の他に

優占種として出現したのはポリドラ類の１種 Polydorid
sp. B，チロリ，ミナミシロガネゴカイ，クシカギゴカ

図１ 小田和湾周辺と調査地点

(図中の数字は St.番号）
Fig. 1. Sampling sites of polychaetes

in Odawa Bay.

イ，などである（表１，２）。

海草藻場に見られた32科の中でもっとも種数が多かっ

たのはスピオゴカイ科で20種であった（表１）。各調査

地点で0～27種が確認され，平均で17種であった（表２）。

出現種の重量に関しては，フサゴカイ科の１種

Streblosoma cf. japonicaの総重量に占める割合が最も
高く，次いでヨツバネスピオＡ型，カタマガリギボシイ

ソメ，ナガオタケフシゴカイ，クビワケヤリムシ属の１

種の順であった（表１）。個体数の多いマナコチマキゴ

カイやイトゴカイ科の種よりも，１個体の体重が重いナ

ガオタケフシゴカイやチロリ，フサゴカイ類やギボシイ

ソメ類の占める割合が大きい傾向がみられた（表１）。

5月と10月はそれぞれアマモの繁茂期と直立シュート

の枯死・脱落期に相当するが，2000年5月と10月の調査

において，個体数，重量ともにほとんど差はなかった（表

１，図２）。出現種の組成や優占種の出現頻度もほとん

ど差はなかった。

考 察

今回採集された種のほとんどは砂泥中に棲管をつくっ

てその中に棲むスピオゴカイ科やフサゴカイ科，ケヤリ

ムシ科，チマキゴカイ科と棲管を造らずに遊在するゴカ

イ科やサシバゴカイ科で占められていた。海草藻場に多

く産するシリス科は海草の葉上に多く見いだされる（例

えば Nakaoka et. al.36）, Pocklington37)）。今回シリス
ゴカイ科は３種のみ同定されたが，今後分類学的検討の

余地があると思われる。前報（西・工藤7））でも４種し

か出現していないが，これは採集地点に海草が繁茂する

地点が含まれておらず，葉上性の分類群（高間38）や

Kikuchi39)参照）が欠けているためであろうと考えられ
る。海草の根部にも多くの多毛類が生息していると思わ

れるが，これらについても今後の調査に含めて別途報告

する予定である。

前報（西・工藤7））と比較して，汚染指標種であるヨ

ツバネスピオＡ型やイトエラスピオ，カタマガリギボシ

イソメなどが高い頻度で出現している（表１）。2000年

の各種の出現頻度や個体数を2001年，2002年と比較する

と，マナコチマキゴカイやイトゴカイ，カタマガリギボ

シイソメなどが数百個体を超えるほど優占せず，個体数，

重量において優占種が突出しない傾向があるといえる。

出現総種数は前報の102種から減少しているが，これは

サシバゴカイ科において同定が困難であったことなどが

原因であり，出現種数はほとんど同じであると考えられ

る。

出現個体数や優占種の差異は，アマモ場の被度や周囲

の環境にも影響されていると考えられる。海草藻場の環

境悪化に伴い，アマモなどの海草の被度が減少すること

小田和湾の海草藻場における多毛類
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図２．小田和湾に産する多毛類の種数（Ａ）と個体数（Ｂ）．○は 2000年５月，●は同 10月のデータ．
Fig. 2. Species number (A) and No. of individuals (B) in each stations. ○ shows samples of May,

2000，● October, 2000.

により，生態系内の生物相に変化が生じる可能性がある

（例えば Bostrom et al. 40））。この海草藻場内では，前
回の報告とあわせて明らかになったように多毛類の多様

性が高く，現存量も多い。九州天草の藻場（菊池39））な

どと比較しても多様性は非常に高いと思われる。一方で

環境の悪化に際して環境指標種となる種，例えばヨツバ

ネスピオＡ型やイトエラスピオ，イトゴカイなども確認

された。下里ほか3）は1973年に小田和湾の底質と底生動

物を精査し，同じくヨツバネスピオやイトゴカイなどを

記録しており，当時は湾奥北岸河口（本調査では St.9
近辺）や湾央部（同 St.10近辺）、湾口部（同 St.7近辺）
で富栄養化が進行していたという。本報告でも表２に示

すように松越川河口部の St.9や St.８，湾奥部の St.10
でヨツバネスピオ A 型やイトエラスピオ，イトゴカイ
などが採集された。これら環境指標種を利用して，当時

からの多毛類相の記録をたどることにより小田和湾の環

境変遷をたどることができる可能性がある。しかし，今

回は当時使用された環境指標種が現在どの種に該当する

のか検討ができず，また細部にわたるデータが参照でき

なかったために，前報との比較のみ行った。

環境指標種としての多毛類に関する研究は多い（例え

ばヨツバネスピオについて；玉井41）． Yokoyama ・
Tamai42),Yokoyama43)）。これらの研究を参考に，海草
藻場の長期的なモニタリングとあわせて，今後も多毛類

などの底生生物のセンサスとモニタリングを行い，順次

報告していく予定である。
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表１ 小田和湾の海草藻場に産する多毛類のリストと出現頻度，出現個体数，総重量，総個体数．
（＊標準和名の無い種や種まで未同定の場合は括弧内に学名，～の１種または sp.と記した）

Table 1. Species list, abundance and biomass of polychaetes in Odawa Bay, 2000.
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表１ 続き
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表２．小田和湾海草藻場に産する多毛類（2000年）．Ｎは個体数，Ｗは重量（ｇ）を示す．

Table 2. Number of species and weight of polychaetes at seagrass bed of Odawa Bay in 2000.
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表２ 続き
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表２ 続き
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表２ 続き
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